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ももつたふ磐余の池に鳴く鴨を今日のみ見てや 雲隠りなむ     （『萬葉集』巻三 416） 
大津皇子の辞世歌であるが、この歌の「今日のみ見てや」がうまく利用されている。死に際の一目に見
た耳面刀自が皇子の宿執となり、物語の動機となっている。                
大津皇子の屍を葛城の二上山に移し葬る時に、大伯皇女の哀傷して作らす歌二首 
  うつそみの人なるわれや 明日よりは二上山を弟背とわが見む  







おもしろき野をばな焼きそ 古草に新草交じり生ひは生ふがに （『萬葉集』巻十四、雑歌 3452） 
折口はこの歌を家持が採集した東歌と理解したうえで、家持の都の新旧入り交じる風景を見ての感慨を
言い表すものとして口ずさませている。                                        
勝宝九（757）歳、六月二十三日に大監物三形王の宅にして宴する歌一首 
移り行く時見るごとに 心痛く昔の人し思ほゆるかも       （『萬葉集』巻二十、4483） 
こちらも都の情景を眺めつつ、時勢の推移による懐旧の念を言い表す歌として引用されている。いずれ
も家持の移り行く事物に対する哀惜の念とともに、新しいものにも惹かれてゆく近代人の心性を言い表
す道具立てとなっている。 
 
まとめ 
 
 郎女という仲介者の存在によって、家持・押勝が代表する近代の層の基層として、大津皇子によって
表象される古代の層が顕現することで、文化の重層性をみごとに現前させた作品だと言えよう。 
